
問3-1

問5 ご意見・ご要望

□ 1 男性 □ 2 女性①性別

あなた自身についてお聞かせください（単一回答）

□ 10歳代 □ 20歳代 □ 30歳代 □ 40歳代
□ 50歳代 □ 60歳代 □ 70歳代以上

②年齢

〒 －
③郵便
番号

※郵便番号をご記入ください

問4

キ
リ

ト
リ

線
✂

□ 1 回答した □ 2 回答していない
④前回
の回答

問3-3

ルート帯案を検討する際の、道路の重視すべき機能
（チェック2つ）

□ 1 □ 2 □ 3 □ 4

配慮すべき事項

問3-2 新たな道路の計画にあたって、配慮すべき内容
（チェック2つ）

□ 1 □ 2 □ 3 □ 4 □ 5

お問い合わせ先

公共事業の効率性及びその実施過程の透明性の一層の向上を図るため、アンケート調査を実施しています。 こ

のアンケートは、京都府南部（城陽市・井手町・木津川市）の道路計画について周辺地域の皆さまにご意見を伺うもの

です。前回（第1回）では、地域の皆さまが日頃感じている地域や道路の現状と課題について、ご意見をお伺いしてお

り、今回（第2回）では、地域の課題を解決するための対策案についてお伺いします。

ご多様の中、恐れ入りますが、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

現在、計画の検討を進めています

〒600-8234 京都市下京区西洞院通塩小路下
る南不動堂町808

電話：075-351-3300（代表）

国土交通省 近畿地方整備局
京都国道事務所 計画課

国道２４号 城陽～木津川の
道路計画に関するアンケート調査

■調査実施主体

■調査協力自治体

城陽市役所 東部丘陵整備課 電話：0774-56-4028（直通）

井手町役場 建設課 電話：0774-82-6167（直通）

木津川市役所 指導検査課 電話：0774-75-1224（直通）

対象区間

国道24号周辺地域

ＮＮ

回答用の郵便はがきの記入例

皆さまのご意見をお聞かせください

今回の調査は、国道24号 城陽～木津川
周辺の地域（城陽市・井手町・木津川市）
にお住まいの方々や事業所を対象とさせ
ていただくものであり、調査結果は統計的
に処理し、住所・氏名や個人の意見等が
特定されることはございません。

地域の意見聴取の回答方法、実施期間

回答は同封された回答用の郵便はがきにご記入ください。

また、インターネットによる回答も可能になっておりますので、下記アドレスからアクセス願います。

国道24号 城陽～木津川の道路計画に関するアンケート調査 Web回答用のページ

URL ： http://●●●●●●●●●●●●●

回答用の郵便はがきは、お近くのポストへ 平成29年●月●日（●） までに

投かんをお願いします。

※1回目を回答していただいてない方でも回答できます。

・ 単一回答の設問は、あてはまる

番号を１つだけチェック（☑）して

ください。

・ 自由回答の設問やその他の選

択肢をチェックした場合は、具

体的な内容を回答してください。

概略ルート・
構造の検討

都市計画・
環境アセスメント

新規事業
採択時評価

地域ネットワークの課題の調査
路線の必要性・効果の調査

政策目標(案)の設定
道路交通の現状と課題
地域の現状と課題

政策目標の設定
対応方針(案)の検討
※複数ルート帯案の検討

対応方針(案)の検討
※地域の意見を考慮

対応方針の決定
※道路が通る

概ねのルート

第１回
アンケート

第２回
アンケート

✓

工事渋滞が起こらないようにして欲しい。

歩行者も自転車も安全に通れる道路を

つくって欲しい。

✓

✓ ✓

0 0 0

（表面） （裏面）

0 0 0 0

✓

✓

✓

✓

✓

今回

✓

資料2



第１回 地域の意見聴取について

【住民の皆さまへの意見聴取】

地域の意見聴取は、広報誌による配布・留置き・Webの3種類の方法で平成29年2月20日～3月15日に実施しました。

広報誌による配布では、城陽市、井手町、木津川市すべての世帯に配布しました。留置きでは、市役所や役場への調査票を

配置したり、Webでは、京都国道・京都府・3市町（城陽市、井手町、木津川市）のホームページで回答できるようにし、様々な方

から回答をいただきました。

配布方法
配布・回収数

配布数 回収数 合計回収数

広報誌による配布 61,746部 11,517部

12,020部留置き － 294部

Web － 209部

○調査概要

○地域の課題

※割合は総回答数に対する回答数。

○道路整備の必要性

道路整備の必要性について、住民の皆さまから意見を頂き、確認しました。

・第1回地域の意見聴取で提示した政策目標は、
地域が感じている国道24号の主な課題を網羅し
ている。

・地域住民・道路利用者、事業者の多くが、道路整
備の必要性を感じている。

○道路整備の必要性

総回答数
1,574社

※割合は総回答数に対する回答数。

「国道24号周辺地域の政策

目標を達成するための機能」

を有するルート帯案を検討

《必要とされる道路整備》

ま と め

第1回地域の意見聴取の結果についての詳細な内容は、国道24号 城陽～木津川の道路計画に関するアンケート調査の

ホームページ( http://●●●●●●●●●●●●●●●●● )に掲載しております。

地域の課題や道路整備の必要性についてとりまとめました

事業者の皆さまへの意見聴取は、平成29年2月20日～3

月15日に広報誌での配布・郵送配布方式で実施しました。

対象 回収数

城陽市 734社

井手町 44社

木津川市 603社

その他 53社

無回答 140社

合計 1,574社

【事業者の皆さまへの意見聴取】

第１回 地域の意見聴取について

○調査概要

対象 実施状況

事
業
者

自治体 4社

経済団体 3社

観光協会 2社

輸送機関 2社

トラック協会 1社

農業協同組合 5社

警察機関 3社

消防機関 3社

医療機関 1社

計 24社

京都南部地域の事業者の皆さんへの直接訪問し、意見をお聞

きしました。

・国道24号の渋滞により、抜け道としての府道・市
道に交通が集まり、非常に危険である。

・国道24号が渋滞することで、周辺道路、特に狭

い住宅道路への車両進入が多発し、事故の原
因となっている。

・災害時に避難道路の確保が不十分である。

・南北の道路が足りないため、経済活動に負の影
響を与えている。 など

○地域の課題道路交通に関する4項目について

地域の課題について、住民の皆さまから意見を頂き、確認しました。

その他の課題

アンケート ヒアリング

地域の課題について、事業者の皆さまから意見を頂き、

確認しました。

道路整備の必要性について、事業者の皆さまから意見を頂き、

確認しました。

61.7%

71.5%

81.9%

58.4%

28.3%

19.7%

10.7%

25.0%

4.5%

5.5%

3.7%

10.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①国道24号（城陽～木津川）で渋滞が発生

②国道24号及び周辺道路（上狛城陽線等）で事故

が多発

③木津川や支流が氾濫した場合、国道24号が通

行不能となる

④沿線地域の経済活動や新たなまちづくりを支援

する道路が不足

問題だと思う やや問題だと思う どちらともいえない

あまり問題だと思わない 問題だと思わない 無回答

総回答数
12,020人

必要だと思

う

73.7%

やや必要

だと思う
14.7%

どちらとも

いえない
5.7%

あまり必要

だと思わな

い

2.7%

必要だと思

わない

1.5%

無回答
1.7%

総回答数
12,020人

70.6%

72.6%

82.6%

67.4%

19.4%

16.6%

9.1%

17.6%

5.8%

8.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①国道24号（城陽～木津川）で渋滞が発生

②国道24号及び周辺道路（上狛城陽線等）で

事故が多発

③木津川や支流が氾濫した場合、国道24号が

通行不能となる

④沿線地域の経済活動や新たなまちづくりを支

援する道路が不足

問題だと思う やや問題だと思う どちらともいえない

あまり問題だと思わない 問題だと思わない 無回答
必要だと

思う

75.3%

やや必要

だと思う
11.6%

どちらとも

いえない
4.8%

あまり必

要だと思

わない
1.9%

必要だと

思わない

2.2%
無回答

4.2%

総回答数
1,574社



政策目標② ： 渋滞の緩和 政策目標④ ： 地域振興を支援する道路ネットワークの強化

課題② 国道24号における渋滞の発生

国道24号は、城陽新池～山城大橋東詰交差点間、上狛四丁町～大谷交差点間で渋滞が発生し、利便性が低
下しています。

上狛四丁町交差点の状況

至 奈良

至 京都

山城大橋東詰交差点の状況

至 京都

至 奈良

写真① 写真②

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H19 H23

0.81 

1.00 

0.72 

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

H20 H21 H22 H23 H24 H25
京都府 国道24号周辺地域

対
H2

0年
比

率

課題④ 経済活動や新たなまちづくりを支える道路が少ない

国道24号の周辺地域の市町内総生産額や製造品出荷額は減少傾向にあります。
主な道路は国道24号と上狛城陽線しかなく、地域経済の活性化や新たなまちづくりを支援する道路が少ない
ことが課題となっています。

市町内総生産額の変化（国道24号周辺地域） 製造品出荷額の変化（H20年比率）

22百億円

（億円/年）

18百億円

出典：京都府市町村民経済計算推計

4百億円減少

出典：工業統計調査

国道24号 （城陽～木津川間） における課題解決のための目標を定めました。

国道24号（城陽～木津川）において、地域や道路という観点から課題の整理を行い、地域の皆さまからのご意見を整理した上で、課題を解決するための政策目標を以下のとおり定めました。

64%
83% 81% 67%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

城陽市 井手町 木津川市

（旧山城町）

合計

防災拠点をつなぐ右岸地域で唯一の緊急輸送道路である国道24号は、木津川や支流が氾濫した場合、浸水
し通行不能となる可能性があります。また、沿線地域の居住者の7割が浸水想定区域内に住んでいるため、災
害時における安全性の確保が課題となっています。

課題① 災害時に脆弱な道路ネットワーク

浸水想定区域の人口割合

出典：

H22国勢調査

を用いて算出

浸水イメージ（円山川（H16年台風23号）の例）

51,073
80,037

7,030
8,447

7,157
8,886

65,260
97,370

※浸水想定区域内居住人口／市町村別の人口

ＮＮ

防災拠点
(木津川運動公園) 

防災拠点
(不動川公園)

右岸地域

凡 例

JR

私鉄

高速自動車道

主要地方道
事業中区間

一般国道

市町境

第1次緊急輸送道路
浸水想定区域

政策目標① ： 災害時に強い道路ネットワークの確保 政策目標③ ： 交通安全の確保

課題③ 国道24号および周辺道路における交通事故の発生確率が高い

国道24号の死傷事故率は、京都府内国道平均の最大2.5倍（混雑に起因する追突事故が要因）となっています。
また、国道24号 城陽～木津川の渋滞をう回する車が周辺道路（ 上狛城陽線等 ）に進入し、歩行者との接触
事故の危険性があります。

上狛城陽線の状況上狛城陽線の状況

出典：ITARDAデータ（H22～H25）

至 奈良

至 京都

至 京都

至 奈良

写真① 写真②

ＮＮ

写真②
写真①

※死傷事故率：1万台の車が1万km走行した場合に発生した
事故件数を表します。

高速自動車道
一般国道
主要地方道
事業中区間
ＪＲ
私鉄
市町境

凡 例

ＮＮ

小学校

歩道あり

歩道なし

国道24号は近畿でも
数少ない国が管理す
る堤防道路。
上狛城陽線も浸水し、
代替路がない。

※浸水想定区域：H29.6.14淀川河川事務所
「洪水浸水想定区域図」

公表資料を基に作成

ＮＮ

凡 例

主な企業(国道24号周辺）

工業団地

開発地区等

事業中及び都市・地区
計画決定済み

都計・地区計画手続き
予定

写真①

写真②

ＮＮ

高速自動車道

一般国道

主要地方道

事業中区間
ＪＲ

私鉄

市町境

平均旅行速度(km/h)

0～20km/h未満

凡 例

主要渋滞箇所

主要渋滞区間

※最新交通データや地域の皆様の声
等を基に 特定した地域全体として
渋滞を実感している箇所

出典：民間プローブデータ（H27.3～H28.2（平日 8時台））



評価軸 A案 山裾ルート B案 市街地ルート C案 現道拡幅ルート

項目
各開発地区（計画含む）間や防災拠点を連絡して、山裾を通過することで既成市街地から
のアクセスも確保し、バイパスにより交通容量を拡大する案。

家屋集積地を避けながら出来るだけ既成市街地の近傍を通過し、バイパスにより交通容
量を拡大する案。

現道（対面2車線）を4車線に拡幅し、交通容量を拡大する案。

断面図

政
策
目
標

災害時に強い道路ネットワーク
の確保

・浸水想定区域外を通過するため、氾濫の影響を受けず、国道307号等の主要アクセス道
路と一体で代替路としての機能を有する。

・浸水想定区域を通過する区間が多いが、高架等で回避する為、氾濫の影響を受けにくい。 ・氾濫時に代替路が確保されず、集落が孤立する恐れがある。

・防災拠点（不動川公園等）へのアクセス性が向上する。 ・防災拠点（不動川公園等）へのアクセス性が向上する。 ・防災拠点（不動川公園等）へのアクセス性は変わらない。

渋滞の緩和 ・現道24号の交通量が低減でき、渋滞の緩和が期待できる。 ・現道24号の交通量が低減でき、渋滞の緩和が期待できる。 ・拡幅により処理できる交通量が増加し、渋滞の緩和が期待できる。

交通安全の確保
・現道24号の交通量が減少し、交通事故の低減が期待できる。 ・現道24号の交通量が減少し、交通事故の低減が期待できる。 ・拡幅による渋滞緩和及び中央分離帯の設置により、交通事故の低減が最も期待できる。

・（主）上狛城陽線の交通量が減少し、生活道路の交通安全性の向上が期待できる。 ・（主）上狛城陽線の交通量が減少し、生活道路の交通安全性の向上が期待できる。 ・（主）上狛城陽線の交通量が減少し、生活道路の交通安全性の向上が最も期待できる。

地域振興を支援する道路ネット
ワークの強化

・(都)東部丘陵線及び城陽SIC(仮称)と(都)東中央線を最短距離で結び、東部丘陵地区と
関西文化学術研究都市木津地区等の沿線のまちづくりを支援する。

・(都)東部丘陵線と(都)東中央線を結び、まちづくりを支援する。 ・まちづくりを支援するものの、拡幅により一部沿道企業等に影響を及ぼす。

そ
の
他

生活環境（大気・騒音・地域分
断等）への影響

・既成市街地を避け山裾を通過するため、地域分断等の生活環境への懸念が少ない。 ・一部既成市街地を通過するため、地域分断等の生活環境への影響が懸念される。 ・既成市街地を通過するため、騒音等の生活環境への影響が懸念される。

自然環境（動物・植物・生態系）
への影響

・土工区間が多く、山の掘削や盛土により地形が変わる面積が最も大きいため、自然環境
への配慮が必要。

・土工区間が多く、山の掘削や盛土により地形が変わる面積が大きいため、自然環境へ
の配慮が必要。

・現道を導入空間とするため、自然環境への懸念が少ない。

市街地からのアクセス ・既成市街地から離れた位置に計画されアクセス性に劣る。 ・既成市街地からのアクセス性に優れる。 ・既成市街地からのアクセス性は現状と変わらない。

移転等が必要な家屋数 約60棟 約180棟 約200棟

コスト 約230億円 約330億円 約420億円

新規路線（２車線） 新規路線（２車線） 現道拡幅（４車線）

※開発地区等：事業中、都市・地区計画決定済み、都市・地区計画手続き予定を含む

※浸水想定区域：H29.6.14淀川河川事務所「洪水浸水想定区域図」公表資料を基に作成

※考慮すべき箇所：今後のルート帯案の決定を踏まえ、具体のルートを決定する段階で、地形的・地理的に特に考慮すべき箇所


